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2025.08 広報ゆざわに掲載された写真を「本人または家族」にプレゼントします。詳しくは本紙14ページをご覧ください。耳より情報

　
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
（
55
～
75
）
、
ア
フ
ガ

ン
戦
争
（
78
～
96
）
の
時
代
も
そ
う
だ
っ

た
。
そ
し
て
今
、
22
年
に
は
じ
ま
っ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
ま
だ
終
息
し
て
い

な
い
。
「
人
殺
し
」
と
い
う
名
の
戦
争
が

あ
る
時
平
和
な
国
の
平
和
な
市
民
に
も

暗
い
影
を
落
と
し
て
は
い
ま
い
か
。

　
日
本
の
日
常
に
も
今
ま
で
な
か
っ
た

事
件
が
続
発
し
て
い
る
。
こ
ん
な
時
期

に
健
康
な
心
で
い
る
方
が
お
か
し
い
。

何
の
罪
の
な
い
子
供
達
が
大
人
の
事
情

で
殺
さ
れ
る
映
像
な
ど
見
た
く
も
な
い
。

も
う
一
度
言
う
、
我
が
同
輩
よ
、
こ
の

地
球
上
、「
戦
争
」
と
い
う
名
の
「
人
殺
し
」

を
眼
に
す
る
時
、
こ
ん
な
時
代
に
健
康

な
心
で
い
る
方
が
お
か
し
い
。
病
院
は

何
処
も
満
員
だ
。
気
に
す
る
こ
と
は
な

い
。

　
さ
て
、
政
治
が
悩
ま
し
く
喧
噪
の
中

に
い
る
。
時
代
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
感
ず
れ
ば
頼
も
し
い
が
総
理
大
臣
が

暗
殺
さ
れ
る
恐
ろ
し
い
時
代
に
な
っ
た
。

今
こ
そ
文
化
の
担
う
役
割
は
大
き
い
。

　
誰
か
が
云
う
―
「
蝶
々
は
籠
の
中
に

い
た
ら
只
の
虫
。
籠
を
出
た
な
ら
鳥
に

な
れ
る
。
」

　
せ
め
て
鳥
に
な
っ
て
何
か
を
叫
び
誰

か
の
役
に
立
っ
て
死
に
た
い
。

　
８
月
23
日
㈯
「
湯
沢
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

コ
ン
サ
ー
ト
」
第
二
回
目
、
渡
辺
真
知

子
、
堀
内
孝
雄
、
秋
川
雅
文
、
ポ
ッ
プ

ス
、
演
歌
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
三
様
の
ビ
ッ

グ
ス
リ
ー
を
迎
え
る
。
22
日
夜
は
市
内

の
居
酒
屋
に
限
定
50
名
の
「
ウ
ェ
ル
カ

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
」
に
ビ
ッ
グ
ス
リ
ー
を

迎
え
る
。
地
方
都
市
で
は
あ
り
得
な
い

「
湯
沢
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

全
国
に
知
ら
し
め
る
。
料
理
の
監
修
は

我
が
友
前
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
総
料
理
長

（
現
日
銀
）
。

　国民年金第１号被保険者は、毎月保険料を納めなければなりません。

　経済的な事情で納付が難しい場合は、保険料が「免除」または「猶予」され

る制度があります。この制度を利用することで、将来の年金受給権だけでなく、

万一の事故などにより障がいを負ったときの障害基礎年金の受給資格を確保す

ることができます。未納のままにせず、免除または猶予の手続きをしましょう。

問 大曲年金事務所（☎0187-63-2296）、市民課国保年金班（☎55-8164）

年金保険料を納めることが、経済的に難しいとき年金保険料を納めることが、経済的に難しいとき

保険料免除 ・納付猶予の種類と審査方法

年金手帳または基礎年金番号通知書などを持参の上、
市民課国保年金班または各総合支所で手続きしてください申請方法

※審査結果は、約３カ月後に届きます。詳細は、年
金機構のホームページをご覧いただくか、大曲年
金事務所へご確認ください。

国民年金の国民年金の

区分 種類 審査方法 備考

学生 学生納付特例制度 本人の所得審査
学生証の写しまたは在学証明書の
原本が必要

会社を退職された方 失業による特例免除 世帯主・配偶者の所得審査
離職票または雇用保険受給資格者
証の写しが必要

上記以外で厚生年金

未加入の方

保険料免除制度 本人・世帯主・配偶者の所得審査

納付猶予制度

（50 歳未満の方のみ）
本人・配偶者の所得審査
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